
※出演者は予告無く変更になる場合がございます。
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「広島神楽」定期公演へようこそ！
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大 蛇
大 蛇
大 蛇

河 野  英 幸
岩 岡  勝 巳
三 上  広 隆
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大 蛇
大 蛇

佐 伯  洋 哉
松 田  直 人

須佐之男命
奇 稲 田 姫
足 名 椎
手 名 椎
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岩 岡  慎 治
岩 岡  奏 絵
藤 岡  勝 美
下 岡  浩 之

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　
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岩 﨑  政 彦
岩 岡  真 実
原 田  美 香
坂根  菜津未

　出雲の国に暮らす足名椎（あしなづち）・手名椎（てなづち）老夫婦には八人の娘がいました。しかし年毎に一人またひとりと大
蛇に飲み取られ、七人まで娘を失いました。そしていよいよ八人目の姫が飲み取られる季節となり、老夫婦と八人目の姫・奇稲田姫
（くしいなだひめ）は嘆き悲しんでいました。そこへ高天原（たかまがはら）から舞い降りた須佐乃男命（すさのおのみこと）が通り
かかり、その訳を聞きます。
　尊は、大蛇退治を決め、老夫婦に八塩折（やしおり）の毒酒を造らせ酒を入れた樽の後に姫を立たせます。やがて、どこからとも
なく大蛇が現れ、毒酒に映った姫の影を飲み干していきます。酔いの回るほどに暴れ狂い、しだいに酔い伏してしまいます。これ
を待ち構えていた尊は、壮絶な戦いの末、大蛇を退治します。
　大蛇の腹を切り裂くと、一本の刀が出てきます。これを天叢雲剣（あめのむらくものつるぎ）と名づけ、天照大神（あまてらすおお
みかみ）に捧げます。そしてめでたく奇稲田姫を妻とし、平和で豊かな出雲の里で暮らしていくという物語です。

第二幕『八岐大蛇』（やまたのおろち）
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塵 倫
小 鬼
小 鬼

下 岡  浩 之
岩 岡  勝 巳
松 田  直 人
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仲哀 天 皇
高 麻 呂

岩 岡  純 二
佐 伯  裕 哉

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　
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藤 岡  勝 美
三 上  広 隆
河 野  英 幸
岩 岡  真 実

　人皇第14代仲哀（ちゅうあい）天皇の御代、異国より日本征伐を企てて数万の軍勢が攻めてきました。
　その中に塵倫という身に翼があり、黒雲に乗って虚空を自由に飛び回る神通自在の大将軍がおり、国々村里を荒らし、多くの人
民を滅ぼしていました。しかし、我が国にはこの大悪鬼にかなう者がいませんでした。
　そこで仲哀天皇自ら不思議な霊力のある十善万乗（じゅうぜんばんじょう）の神変不測の弓矢を持って、神通力を持ち戦術にも
長けた鬼を退治されたという物語です。

第一幕『塵倫』（じんりん）

伊賀和志神楽団プロフィール ～三次市～
　伊賀和志神楽団は広島県の北部を流れる江の川沿いの三次市作木町にあります。
　神楽団としての活動は、江戸時代の終わり頃からと推定されますが、地元の伊賀和志天満宮の秋の大祭をはじめ、各地の
氏神祭や祈願祭などで神前において盛大に神楽が奉納され、代々、土地の有志によって伝承されてきました。
　昭和35年には広島県無形民俗文化財の指定を受け、地元・作木中学校の郷土芸能伝承活動として「神楽」の指導をするな
ど、保存伝承につとめています。
　神楽大会や各地の秋祭りでの神楽奉納やイベントなどにも数多く出演させて頂いております。
　本日はご声援宜しくお願いいたします。

いかわしかぐらだん


